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研究成果の概要（和文）： 
台湾東南海 74km に位置する小島、蘭嶼は日本統治時代「紅頭嶼」と呼ばれていた。ここにはヤ
ミと呼ばれる人々が山裾の傾斜地に暮らしている。1897 年 3 月、日本は最初の紅頭嶼調査を行
い、1903 年 10 月にその後のヤミの生活環境に大きな影響を与えたベンジャミン・セオール号
事件が起こっている。本研究では当時の写真や史料をとおして、調査および事件の詳細などを
明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Lan Yu (Orchid Island in English) is a small island, 74km off the southeast coast of 
Taiwan. When it was under Japanese occupation, it was known as Kotosho. In this 
island the Yami situate their villages in gentle slopes at the foot of mountains.  
Japanese Government made the first investigation of Kotosho in March 1897. The 
Benjamin Sewall incident which greatly influenced the Yami’s living environment  
occurred in October 1903. In this study I clarified the details of this investigation and 
the incident through many photographs and historical records.  
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１．研究開始当初の背景 

近年、台湾人意識の高まりの中、台湾固有
の歴史が見直され、日本統治時代に対する見
直しもされるようになってきている。それに
ともない、台湾総督府公文類纂など公文書の

整理や情報公開も進み、日本統治時代台湾に
おける都市および建築に関する研究が、台湾
や日本の研究者によってさかんに行われて
いる。 

筆者はこれまで台湾原住民族のヤミと呼



ばれる人々の土着の住まいのあり方を、実地
調査にもとづき研究してきたが、近年はこう
した土着的なるものが日本統治時代にどう
変容したかを総督府公文書などの史料をと
おして究明している。一方で、日本統治時代
の台湾において都市が変容していくとき、建
築史研究者や建築家がそこにどのように係
わったかを、『台湾建築会誌』や総督府公文
書などをとおして明らかにする研究も行っ
ている。 

こうしたなかで、日本統治時代台湾におけ
る近代化の意味を、都市性と土着性との関係、
日本と台湾との関係、さらにその背後の国際
的な関係から考えるようになってきた。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、日本統治時代の台湾における都

市性と土着性との関係に着目し、近代化の意
味を究明するものである。ここでは、絵葉書
や写真、写真帖などの画像資料をとおして、
環境イメージの変容を捉えていく。 

台湾の都市や地方において見られる都市
性と土着性との関係に着目し、その環境イメ
ージがどのように変容したかを明らかにす
る。このとき、都市性と土着性とを二項対立
的に捉えるのでなく、その間の関係を捉えて
いく必要がある。また台湾の地方における都
市性と土着性、都市における都市性と土着性、
「内地」としての日本と「外地」としての台
湾、といった重層的な観点から捉えていく必
要がある。それは突き詰めていえば、「西洋
的なるもの」、「日本的なるもの」さらには「台
湾的なるもの」を問うことにもつながる。 
 
 
３．研究の方法 
本研究は画像資料はもちろんのこと、当時

の社会状況や政策、国際関係なども踏まえて
進めていく必要がある。たとえば絵葉書や写
真帖をはじめとする画像メディアの発達は、
台湾におけるツーリズムの発達とも関係し
ている。曽山毅氏の『植民地台湾と近代ツー
リズム』（2003）によれば、1908 年の縦貫鉄
道開通をはじめとする交通基盤の整備によ
って台湾におけるツーリズムが発生し、1930
年代には観光振興策がとられ、旅行者が増大
しツーリズムがさらに発達したという。1908
年といえば総督府土木局の安江正直が台湾
で最初の建築史調査書を提出した翌年であ
る。それから台湾建築会の発足した 1929 年
まで、台湾建築史研究が停滞する一方で、ツ
ーリズムが発達していたのである。ちなみに
台湾原住民族建築研究で有名な千々岩助太
郎が調査を始めたのは 1935 年頃で、この年
は始政四十周年記念台湾博覧会が台北を中
心に開催され、台湾内外から旅行客が押し寄

せ、台湾ツーリズムが急速に発展した年でも
あった。この年には日本建築協会、台湾建築
会、朝鮮建築会、満州建築協会の四会連合第
２回大会も台北で開催され、内外の研究者の
交流が行われている。ツーリズムの発達によ
って、環境イメージにも大きな変化が現れた
と予想される。本研究はそうした社会的変化
も視野に入れつつ遂行する。 

なお、ここで扱う史料はいずれも統治され
ていた側のものでなく、統治していた側のも
のである。それゆえ、そこには統治していた
側の意図や「まなざし」といったものも反映
されていると予想され、近代化のはらむ問題
も浮き彫りになると考えている。 
 
 
４．研究成果 
 
（１）1897 年 3 月の紅頭嶼調査写真について 
 
1897（明治30）年10月から12月にかけて、 

鳥居龍蔵は紅頭嶼（現：蘭嶼）で人類学的調
査を行い、写真撮影している。鳥居の紅頭嶼
調査写真は、『東京大学総合研究資料館所蔵
鳥居龍蔵博士撮影写真資料カタログ』（第 2
部）［鳥居龍蔵写真資料研究会 1990］にま
とめられているが、近年、皆川隆一によって
その内容の詳細について解明が進められて
いる。また、范如菀によって鳥居龍蔵写真の
民族学的研究における意義に関する研究も
行われている。 
鳥居龍蔵調査写真の分析が進む一方で、そ

れ以前の 1897（明治 30）年 3 月に総督府に
よる最初の紅頭嶼調査が行われ、そこで写真
撮影がされたこと、その内大小 90 枚の写真
が拓殖相への報告文書として送られていた
ことが明らかになってきている。しかし、こ
れまで 3月調査で撮影された写真が具体的に
どのようなものであったかは、明らかにされ
てこなかった。 
本研究では、3 月調査時に撮影された写真

とそれにかかわる写真説明資料などの所在
を明らかにし、それらをとおして写真が誰に
よって撮影されたもので、その内容が具体的
にどのようなものであったかを明らかにし
た。これは、日本人が最初に紅頭嶼を訪れ、
調査撮影した写真であり、資料としての貴重
さはもちろんのこと、台湾を統治する側の意
図やまなざしを知る上でも貴重な資料であ
る。また、当時の新聞記事などをとおしてこ
れらの写真が写真帖としてまとめられたこ
とを明らかにした。台湾で出版された写真帖
の変遷を作成した結果、これが台湾の写真帖
としてかなり早い時期のものであることが
分かった。 
 
 



（２）ベンジャミン・セオール号事件をとお
して見るヤミの生活環境の変容 

 
日露戦争間近の 1903（明治 36）年 10 月、

米国船ベンジャミン・セオール号はシンガポ
ールから上海に向け航行中、台湾南沖合で台
風に遭い、航行の自由を失った。乗組員 23
名は沈没を怖れ棄船し、附属のボートに避難
した。船長たちの乗った 1艘のボートは鵞鑾
鼻に漂着し救助されるが、もう 1艘のボート
は紅頭嶼（現：蘭嶼）附近を漂流し、一部の
乗組員は紅頭嶼に漂着、他の乗組員は溺死し
てしまう。その後、日本による 1回目の捜索
でフィリピン人 1名とロシア人 1名の生存者
を救助し、日本と米国による 2回目の捜索で
日本人 3名の生存者を救助する。米国は生存
者の証言から溺死の原因を紅頭嶼に住む先
住民ヤミによる強奪と判断する。翌年１月、
米国からの要請を受けた日本は紅頭嶼へ討
伐隊を派遣することを決定し、加害者がいる
とされる 3集落を捜索し、10 名を逮捕、武器
を押収し、家屋 13 戸を焼き払った。これを
ベンジャミン・セオール号事件という。この
事件はヤミにとって国家による力の介入を
受けた最初の出来事であり、その後の日本に
よる紅頭嶼統治のあり方に大きな影響を与
えたものである。また、日米の国際的関係の
中で推移した側面もあり、国際的に紅頭嶼が
問題になった事件でもある。しかし、これま
で事件の概略は知られていたものの、その詳
細な経過については明らかにされてこなか
った。本研究では日本統治時代におけるヤミ
の生活環境の変容をみていくために、この経
過を時系列的に明らかにした。また、ベンジ
ャミン・セオール号はもとより、定期船、軍
艦、地図などをとおして、当時の海上交通と
の関連についても明らかにした。さらに、台
湾が日本に統治された 1895 年からベンジャ
ミン・セオール号事件が起こる 1903 年 10 月
までの日本と蘭嶼との関係についてもまと
め、警察派出所の設置経緯についても明らか
にした。 

ベンジャミン・セオール号事件に関する資
料としては、台湾総督府の公文書『台湾総督
府公文類纂』（4749 冊-2 号、4810 冊-1 号、
4811 冊-1 号、4814 冊-3 号）がある。これは
事件に関する多くの文書を含んでおり、現在
国史館台湾文献館にて整理保管されている。
また、海軍省の公文書『公文雑輯』（M36-4）
にも事件に関する文書が含まれている。これ
は防衛研究所図書館において整理保管され
ている。伊能嘉矩（1867-1925）は 1917 年の
『東洋時報』（225，226，228）に「台湾外交
史料 ベンジャミン、セオール號事件」と題
する三稿を報告している。さらに自らが編纂
した『理蕃誌稿』第１巻（1918）にも、15 頁
にわたり同文が記載されている。これらはそ

の内容から総督府公文書にもとづいて書か
れたものと推測される。『台湾日日新報』に
は事件発生から事件終結にいたるまでに 21
編の記事が掲載されている。ダグラス・エガ
ン（1902- ?）の SHIP －BENJAMIN SEWALL－
（1983）には、ベンジャミン・セオール号の
造船、進水式からその後の航海、ベンジャミ
ン・セオール号事件とその後についてまで記
されている。余光弘・董森永の『台灣原住民
史 雅美族史篇』（1998）にも事件にかんし
て 6 頁にわたる記述がある。『台灣原住民史 
雅美族史篇』は、ヤミ出身の牧師である董森
永と中央研究院民族学研究所の余光弘によ
るもので、ヤミの人が体験してきた歴史を口
述や資料をもとに記述した、いわばヤミの側
から見た歴史といえる。 
本研究では、『台湾総督府公文類纂』、『公

文雑輯』、『理蕃誌稿』、『台湾日日新報』、SHIP 
－BENJAMIN SEWALL－など日米の資料を中心
にして、事件の経過を整理し明らかにした。
『台灣原住民史  雅美族史篇』（1998）は
ヤミの口述による事件の記録であり、内容は
他の資料にない具体的なものもあり重要で
あるが、事件の発生した月が日米の資料と半
月以上も異なり、詳細な月日の記載もほとん
どないため、本研究に組み込むことはできな
かった。よって、これはあくまで日米の資料
をとおして見たベンジャミン・セオール号事
件の経過である。 
 
 
（３）千々岩助太郎の台湾原住民族建築研究

について 
 
建築学者の千々岩助太郎（1897-1991）は、

日本統治時代台湾において 1930 年代から台
湾原住民族建築を調査研究したことで知ら
れている。千々岩の調査研究は多くの論文と
して発表され、後に『台湾高砂族の住家』
（1960）としてまとめられている。1962 年
にはこれに加筆し、博士論文としてまとめら
れ九州大学に提出されている。博士論文は主
論文第 1 部（建築形式の分類）と主論文第 2 
部（周辺地域との比較）からなる。研究目的
としては台湾原住民族家屋の建築手法を究
明することであった。主論文第 1 部では調査
資料を 7 族ごとに分類し、各族の家屋を床形
式と仕上げ、平面形式、壁の仕上げ、屋根形
式と仕上げ、寝台の障壁の有無、穀倉の位置
によって整理している。その結果、タイヤル
の住家形式は 4 つのタイプに、サイシャット
は 1 つ、ブヌンは 2 つ、ツォウは 2 つ、パ
イワンは 6 つ、アミは 2 つ、ヤミは 1 つに
それぞれ分類されている。ちなみに、紅頭嶼
ヤミの建築について建築学者として最初に
調査研究を行ったのも千々岩である。千々岩
は1937 年 4 月と1940 年6 月に計48 日間、



紅頭嶼に滞在し調査を行っている。ヤミの家
屋に関しては主屋に焦点が置かれ、主屋の構
造、施工法や部材の名称、形状、材料、内部
空間の名称さらに寸法体系などを記してい
る。主屋は床が階段式、板張、平面が復室、
矩形、平入となっており、壁が板、茅で作ら
れ、屋根が切妻、茅葺とされている。主論文
第 2 部では、台湾原住民族の家屋を考察し、
日本及び南西諸島その他南方地域の民家と
の比較およびその関連性の探究を試みてい
る。しかし、「他地域との比較研究はかなり
至難であるという結論に到達した」とあるよ
うに、比較は断片的なものにとどまっている。 

近年、こうした千々岩の調査研究は日本や
台湾において見直され、評価されてきている。
たとえば、日本では角田憲一によって調査
資料や調査そのものの詳細な分析が進めら
れ『千々岩助太郎による台湾原住民住居調
査に関する研究』（九州大学博士論文 2007）
としてまとめられており、台湾では寄贈さ
れた千々岩の調査資料（実測図面、写真な
ど）が台北科技大学で整理、デジタル化さ
れ、千々岩助太郎デジタル博物館として公
開されている。千々岩の調査資料は、これ
までも台湾原住民族の伝統建築復元や、研
究者の研究資料として有効に活用されてき
たが、原住民族の建築がほとんど失われた
今日にあってその価値は今後ますます高ま
っていくであろう。 

本研究では、こうした貴重な資料を残した
千々岩の研究の背景に焦点を当て、訪台以前
の日本においてどのような建築教育を受け、
その建築観が形成されたかを、当時千々岩が
建築教育を受けた名古屋高等工業学校に関
する資料などから考察した。また、台湾に赴
任した後、台湾での山行や台湾建築会とのか
かわりなどによってその建築観がどのよう
に展開したかを、千々岩の著述や関連する資
料から考察した。それは端的にいえば、西洋
建築を規範とした美から台湾原住民族建築
の土着的な美の発見への道のりであった。 
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